職種：メーカー・サービス　　職務：メーカー・サービス・マネジメント

【概要】

　メーカーに対して行うサービス全般をマネジメントする仕事。

【仕事の内容】

メーカー・サービス・マネジメントの仕事は、大別すると以下のとおりである。

①サービス内容の決定：メーカーが必要とするサービスの内容全般を把握し、その中で、自社が提供できるサービスは何か、どのサービスを提供するか検討・決定する。

②サービスにかけるコストの管理：サービスにかかるコスト（従業員・資材等）を適切にマネジメントする。

③進捗状況の管理：サービス提供にあたり、その進捗状況をマネジメントする。

④評価：行ったサービスをその実現率や効率性、メーカーからの評価等をもとに評価する。

【求められる経験・能力】

（１）メーカーが必要とするサービスを的確に把握したうえで、計画を立案、実行していかなくてはならない。また、対外折衝において高い交渉力や素早い判断力・決断力が求められる。

（２）顧客のニーズに対応した商品を提供するため、幅広く情報を収集する情報探求力と、情報を的確に分析する能力が求められる。また、企画書や調査結果報告書作成のため、OAスキルは必須である。

（３）従業員と協力・連携し、従業員満足を高めることができるよう組織と人をマネジメントする能力が求められる。

（４）予算の策定と管理を行い、それらを効率的に遂行する高い能力が求められる。

【関連する資格・検定等】

・販売士検定（日本商工会議所）

・スーパーマーケット検定（S検）（（社）全国スーパーマーケット協会）　

・消費生活アドバイザー（（財）日本産業協会）　

・消費生活コンサルタント（（財）日本消費者協会）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

231　会社の管理職員、252　企画・調査事務員
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